
活動時期 活動項目 活動内容

継続 随時 相談支援事業 昨年同様、医療的ケア児や家族や、関係機関からの相談を受付け対応する。

継続 ５月～９月
医療的ケア児等
支援者研修会

【対 象】保育・教育関係者、多職種、障害福祉サービス事業所職員
【研修内容】医療的ケア児についての周知や事例検討を通して知識やケー
スを学べるよう研修を行う。

継続 ５月
医療的ケア児等
の家族との意見
交換会

【対 象】地域のこども園や小学校等に通う医療的ケア児等の家族
【研修内容】家族の想いを聞きそれぞれの年代での課題を引き出し、今後
の支援方法を検討する。

継続 随時
災害時の支援内
容についての関
係機関との調整

生活介護調査結果を活用し、生活介護利用者について個別避難計画の有
無の確認及び作成への協力
災害時の衛生物品配布対象者の把握
必要に応じて、自立支援協議会地域生活支援部会と情報共有する。

継続
未就学児 ５月

生活介護利用者１１月

医療的ケア児等
の名簿作成

現在就園児から生活介護事業所利用者までの医療的ケア児等の実数把
握調査を基に名簿更新を実施

新規 随時
地域の支援体制
の整備への取組

地域の医療的ケア児等コーディネーター
※県が実施する医療的ケア児等コーディネーター養成研修修了者（受講
者：市内計画相談支援事業所職員及び保育教育関係者等）への個別指
導・引継ぎ・フォローを行う。
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令和４年度

○地域の医療的ケア児等コーディネーターとは…
県が実施する医療的ケア児等コーディネーター養成研修修了者のことをいう。
受講者：市内計画相談支援事業所職員及び保育教育関係者等
実 績：修了者41名（平成30年度から令和３年度末まで）

医療的ケア児等支援体制について

相談 支援

医療的ケア児等コーディネーター２名（市配置）
（社会福祉士・看護師）

ほとんどの案件を対応

相談

令和５年度、令和６年度

情報共有・相談支援

支援

静岡県医療的ケア児等支
援センター

（県委託事業）
・看護師２名配置
・県総合庁舎に設置

医療的ケア児等コーディ
ネーター養成研修
（県委託事業）

・５科目のカリキュラム
・年１回（2日間）

本人・家族

令和７年度

地域の医療的ケア児等コーディネーター41名
（相談支援専門員・保育士・教員等）

相談

対応件数は少数

STEP1

個別指導
・年32回開催し実践
力を向上させる。

STEP2

引継ぎ
・医ケア児の支援を地
域へ引き継ぐ。

STEP3

フォロー
・引継ぎ後の支援を
確認し助言。

新規・拡充

・
現
時
点
で
は
連
携
関
係
が
希
薄

・
連
携
体
制
を
構
築
要
望

・相談支援事業所・こども園・学校等 ・相談支援事業所・こども園・学校等

医療的ケア児等コーディネーター３名（市配置）
（社会福祉士・看護師）

情報共有・相談

静岡県医療的ケア児等支
援センター

（県委託事業）
・看護師２名配置
・県総合庁舎に設置

医療的ケア児等コーディ
ネーター養成研修
（県委託事業）

・５科目のカリキュラム
・年１回（2日間）

本人・家族

相談 支援

地域の医療的ケア児等コーディネーター41名
（相談支援専門員・保育士・教員等）


